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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
画像認識アルゴリズムにおける計算アルゴリズムの課題に対して，データベクトルの次元削減アルゴリ

ズムと新なクラスタリングアルゴリズムを新に実験・提案した．従来のアルゴリズムより高性能を実験

で確認した． 

新なエンコーディング手法としては，特徴量ベクトル生成するための Fuzzy Codebook アルゴリズムの

設計をおこなって検証実験をおこなって有効性を確かめた．画像の場合，一般に特徴ベクトルは意味的

平均値・分散になる．新しいデータのベクトルは従来手法に加えて近いクラスタセンターベクトルに所

属する割合的な帰属度合《ファジィ化:ガウシアン》を用い，クラスタ境界を属度確率分布で表現可能

な特徴ベクトルにエンコードする手法を確立した．従来手法の BOVWや FVよりも低次元で優れた認識性

能が得られることも確認された． 

さらに，このコーディング手法をもちいて，Prior Probability-oriented Clustering (事前確率指向

型クラスタリング)アルゴリズムを開発して，検証実験より有効性を確かめた．このクラスタリングア

ルゴリズムは， k平均法(ハードクラスタリング)や GMM(混合正規分布：ソフトクラスタリング)でも使

える新たなアルゴリズムであり，クラスタセンター広がりとデータの所属確率(クラスタセンターから

のマハラノビス距離)を最小化するクラスタリング手法となっている．事前確率の指向性によって重み

付きクラスタ中心を決定可能であり，クラスタ間のオーバーフィッティングを削減する事が可能である．

128～256次元のベクトルデータで良い認識性能を持つことが示された．人工知能システムのアルゴリズ

ムとして，統計学的な明瞭さと小次元・小規模学習データで同等の性能を持つことが示された．以上の

内容を評価した結果，新たな画像認識アルゴリズムとして検証・提案をおこなったおり，論文成果も十

分であり，博士を授与するに十分な実績があると判断された． 

 
２.審査の経過と結果 
（１）平成３０年７月４日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、５名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成３０年８月２３日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成３０年９月５日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


